


観光振興地域の指定について�

情報通信産業地域指定について�

規制暖和の波にゆれる離島航路�
〈運輸部〉�

沖縄国際洋蘭博覧会の開催�
〈開発建設部〉�

サミット期間中の交通混雑緩和に御協力を�
〈お知らせ〉�

02

04

沖縄の養殖業�
〈農林水産部〉�

景気予測調査�
〈財務部〉�

特許室の紹介�
〈通商産業部〉�

10

08

09

01

12

14

16

18

20

21

提言  情報立県と人材育成  国際電子ビジネス専門学校長  稲 垣　純 一�

石敢當の由来（下）（財）沖縄協会会長　　　　小 玉　正 任�

与 那 川�

総 務 部�
財 務 部�
農林水産部�
�
通商産業部�
�
運 輸 部�
開発建設部�

沖縄総合事務局に北部振興対策推進本部を設置�
「参議院財政・金融委員会」国政調査実施される�
第1回「明日を拓く北部の農林水産業を考える�
検討会」を開催�
沖縄情報通信ハブ国際シンポジウムー「沖縄国際
情報特区構想」の実現に向けてーの開催�
宜野座インターに「高速バス停留所」新設�
「第1回2000年サミット九州・沖縄道路調整�
連絡会議」を開催�



ウ
エ
ル
ネ
ス
と
は�

　
近
年
、よ
く
耳
に
す
る「
ウ
エ
ル
ネ
ス（

w
ellness

）」と
は
、個
人
の
健
康
・
幸
福

は
も
と
よ
り
、社
会
の
進
歩
に
と
っ
て
も

大
き
な
価
値
を
も
つ
も
の
で
、ひ
と
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
、も
の
づ
く
り
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
、ふ
れ
あ
い
の
五
つ
の
要
素
か
ら

総
合
的
な
健
康
文
化
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
で
あ
る
。�

　
そ
の
目
的
は
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
個

人
の
潜
在
能
力
を
発
揮
し
、自
己
実
現

を
実
感
で
き
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
、自
力

で
創
造
で
き
る
社
会
の
造
成
を
願
い
、そ

の
思
想
を
普
及
す
る
こ
と
に
あ
る
。�

　
従
っ
て
ウ
エ
ル
ネ
ス
と
は
、生
き
甲
斐
を

も
っ
て
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
体
験
で

き
る
沖
縄
を
創
造
す
る
事
で
も
あ
る
。�

ヘ
ル
シ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想�

　
沖
縄
健
康
保
養
の
島（
ヘ
ル
シ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
）構
想
推
進
事
業
検
討
委
員
会
が

平
成
九
年
に
設
置
さ
れ
、五
回
の
検
討
会

を
通
し
て
精
力
的
に
討
議
し
、そ
の
結
果

を
報
告
書
に
ま
と
め
た
。こ
れ
は
、厚
生

省
が
生
活
習
慣
病
の
予
防
、働
き
す
ぎ
の

解
消
、ゆ
と
り
あ
る
豊
か
な
生
活
の
追
求

な
ど
の
国
民
の
要
請
に
応
え
る
た
め
設

定
し
た「
健
康
休
暇
」の
受
皿
と
し
て
、

気
候
風
土
や
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
沖

縄
全
体
を
健
康
保
養
の
島
と
す
る
事
を

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。�

　
去
る
二
月
に
、厚
生
省
は「
疲
労
の
実

態
調
査
」結
果
を
公
表
し
た
。そ
の
中
で
、

十
五
〜
六
十
五
歳
の
約
六
十
％
が
疲
れ

だ
る
さ
を
感
じ
て
お
り
、半
年
以
上
も
疲

れ
が
続
く「
慢
性
疲
労
」状
態
に
あ
る
人

は
三
人
に
一
人
を
超
え
て
三
十
六
％
に
も

の
ぼ
る
事
が
わ
かっ
た
。更
に
、男
性
で
は「
三

十
五
〜
四
十
四
歳
」の
働
き
盛
り
で
最

も
多
く
、次
い
で「
四
十
五
〜
五
十
四
歳
」

と
な
っ
て
お
り
、女
性
で
は「
四
十
五
〜
五

十
四
歳
」、「
三
十
五
〜
四
十
四
歳
」の
順

と
な
っ
て
い
る
。海
外
の
同
種
の
調
査
と

比
較
し
て
も
、日
本
人
の
疲
労
感
は
強
く
、

厚
生
省
の
研
究
班
も
疲
労
を
訴
え
る
人

の
あ
ま
り
の
多
さ
に
驚
い
て
い
る
と
云
う

事
で
あ
る
。�

　
従
っ
て
、沖
縄
の
豊
か
な
地
域
特
性
を

い
か
し
、や
す
ら
ぎ
や
楽
し
み
な
ど
の
要

素
を
備
え
た
健
康
保
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創

出
し
、実
践
す
る
事
は
、現
在
の
日
本
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
、一
方
こ
れ
ら

は
沖
縄
観
光
の
魅
力
の
増
大
や
地
域
の

活
性
化
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
確
信
す
る
。�

　
勿
論
こ
の
事
は
、国
民
医
療
費
の
低
減

に
も
つ
な
が
る
し
、ま
た
二
十
一
世
紀
に
向

け
て
、南
に
開
か
れ
た
国
際
化
を
め
ざ
す

沖
縄
県
に
と
っ
て
、ア
ジ
ア
へ
の
健
康
保
養

地
と
し
て
の
発
進
に
も
な
る
。�

　
克
っ
て
琉
球
は
、北
に
大
和
、西
に
朝
鮮

半
島
を
含
む
中
国
大
陸
、南
に
台
湾
と

東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
と
の
大
交
易
時
代
を

築
い
た
の
で
あ
る
。い
ま
一
度
沖
縄
サ
ミ
ッ

ト
を
機
に
、世
界
に
向
け
て
健
康
・
長
寿

観
光
産
業
の
発
進
を
蘇
ら
せ
た
い
も
の
で

あ
る
。�

沖
縄
長
期
滞
在
型
・
保
養
の
試
み�

　
沖
縄
ウ
エ
ル
ネ
ス
計
画
で
は
、ウ
エ
ル
ネ
ス・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
三
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
、と
し
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
は
個
々
の
ウ
エ
ル
ネ
ス

を
実
現
す
る
社
会
的
な
活
動
範
囲
で
あ

る
共
通
理
解
の
も
と
に
機
能
す
る
集
団

の
こ
と
で
、沖
縄
の
ゆ
い
ま
ー
る
集
団
は

独
特
の
誇
れ
る
も
の
と
云
え
よ
う
。テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
は
技
術
の
こ
と
で
、沖
縄
の
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
や
社
会
的
な
風
習
を

科
学
的
・
医
学
的
に
検
証
し
た
も
の
も
含

ま
れ
る
。既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
、マ
リ
ン

セ
ラ
ピ
ー
の
中
で
、タ
ラ
ソ
セ
ラ
ピ
ー
や
海

洋
健
康
科
学
財
団
に
よ
る
ア
ト
ピ
ー
・
自

閉
症
を
対
象
に
し
た
ド
ル
フ
ィ
ン
セ
ラ
ピ

ー
な
ど
も
大
き
な
成
果
を
修
め
て
い
る
。�

　
ま
た
、沖
縄
型
健
康
保
養
地
に
は
二
つ

の
基
本
特
性
が
あ
り
、そ
の一つ
が
先
に
述

べ
た「
亜
熱
帯
海
洋
資
源
の
活
用
」、二
つ

め
が「
歴
史
・
文
化
資
源
の
活
用
」と
な
っ

て
い
る
。沖
縄
に
は
独
特
の
長
寿
食
文
化

が
あ
り
、豚
一
頭
余
す
と
こ
ろ
な
く
巧
み

に
調
理
す
る
肉
食
文
化
や
野
草
・
薬
草
の

利
用
な
ど
、今
後
の
健
康
食
品
産
業
の
振

興
と
も
つ
な
げ
た
展
開
が
可
能
だ
と
思
う
。�

　
ま
た
、沖
縄
の
伝
統
芸
能
文
化
は
ア
ジ

ア
と
の
共
通
性
を
持
ち
、特
に
半
音
を
使

っ
た
沖
縄
の
音
は
癒
し
の
音
楽
と
も
い
う
。

　
く
よ
く
よ
し
な
い
ゆ
と
り
の
県
民
性

を
活
か
し
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

す
る
事
に
よ
っ
て
、沖
縄
健
康
保
養
の
島

を
定
着
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。�

放送大学沖縄学習センター�

所 長　尚　弘子�

沖縄の健康資源を活かした�
保養の島づくりを�



　
沖
縄
県
知
事
か
ら
情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
及
び
観

光
振
興
地
域
と
し
て
申
請
が
あ
っ
た
地
域
に
つ
い
て
、平
成

十
一
年
十
二
月
十
四
日
の
沖
縄
振
興
開
発
審
議
会
に
お
い

て
了
承
さ
れ
、沖
縄
開
発
庁
長
官
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。                                                                            

　
沖
縄
開
発
庁
長
官
は
沖
縄
振
興
開
発
審
議
会
か
ら
の

答
申
を
受
け
、沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、

同
月
十
七
日
に
答
申
ど
お
り
、情
報
通
信
産
業
振
興
地
域

と
し
て
二
十
三
地
域
、観
光
振
興
地
域
と
し
て
八
地
域
を

指
定
い
た
し
ま
し
た
。�

　
情
報
通
信
産
業
は
、地
理
上
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
、ま
た
、多
量
の
工
業
用
水
や
広
大
な
土
地
建
物
等

を
必
要
と
す
る
こ
と
も
少
な
い
た
め
、沖
縄
県
に
お
い
て

も
立
地
環
境
上
の
制
約
を
受
け
に
く
い
産
業
で
す
。ま
た
、

一
方
、沖
縄
は
優
れ
た
自
然
環
境
、特
有
の
伝
統
・
文
化
を

有
し
て
お
り
、こ
れ
ら
は
、情
報
通
信
産
業
に
、創
造
的
な

制
作
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
情
報
通
信
産

業
振
興
地
域
の
指
定
に
よ
り
、情
報
通
信
産
業
の
立
地
促

進
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
沖
縄
は
、優
れ
た
自
然
や
文
化
財
な
ど
魅
力
あ
る
観
光

資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、観
光
産
業
は
、戦
略
的
な
産
業
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
後
と
も
、観
光
産
業
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
は
、観

光
客
に
と
っ
て
、魅
力
あ
る
集
客
施
設
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
り
、観
光
振
興
地
域
の
指
定
に
よ
り
観

光
関
連
産
業
の
立
地
が
促
進
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。                                                                      

　
二
つ
の
振
興
地
域
の
指
定
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。  �

情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
及
び�

観
光
振
興
地
域
を
指
定�

★
情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
と
は�

本
制
度
で
は
、次
の
業
種
を
優
遇
措
置
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。　
　�

情
報
通
信
産
業�

優
遇
措
置�

・
情
報
記
録
物（
新
聞
、書
籍
等
の
印
刷

物
を
除
く
。）の
製
造
業�

・
電
気
通
信
業�

・
映
画
、放
送
番
組
そ
の
他
影
像
又
は
音

声
そ
の
他
の
音
響
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

作
品
で
あ
っ
て
録
画
さ
れ
、又
は
録
音

さ
れ
る
も
の
の
制
作
の
事
業
）�

・
放
送
業（
有
線
放
送
業
を
含
む
。）�

・ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業�

・
情
報
処
理
・
提
供
サ
ー
ビ
ス
業�

�・
経
済
的
社
会
的
条
件
か
ら
み
て
一
体
と

し
て
情
報
通
信
産
業
の
立
地
を
促
進

す
る
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
地
域

で
あ
る
こ
と
。 �

・
そ
の
地
域
又
は
そ
の
地
域
の
周
辺
の
地

域
に
お
け
る
人
口
及
び
産
業
の
集
積
の

状
況
か
ら
み
て
、こ
れ
ら
の
地
域
に
お
い

て
情
報
通
信
産
業
に
属
す
る
事
業
を

行
う
事
業
者
が
供
給
す
る
製
品
又
は

役
務
に
対
す
る
相
当
程
度
の
需
要
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
。�

・
そ
の
地
域
又
は
そ
の
地
域
の
周
辺
の
地

域
に
、情
報
通
信
産
業
に
属
す
る
事
業

の
業
務
に
必
要
な
知
識
、技
術
等
に
係

る
教
育
又
は
研
究
を
行
う
大
学
、高
等

学
校
、専
修
学
校
、研
修
施
設
又
は
研

究
施
設
が
存
在
す
る
こ
と
。�

・
税
制
等
の
優
遇
措
置（
概
要
）�

（１）
課
税
の
特
例（
投
資
税
額
控
除
）�

（
機
械・装
置
十
五
％
、建
物・付
属
設
備・  

構
築
物
八
％
、繰
越
四
年
）�

（２）
地
方
税
の
課
税
免
除
又
は
不
均
一
課

税
に
伴
う
措
置�

（
事
業
税（
五
年
間
）、不
動
産
取
得
税
、  

固
定
資
産
税（
五
年
間
））�

（３）
特
別
土
地
保
有
税
の
非
課
税�

（４）
事
業
所
税
の
非
課
税
等�

・
そ
の
他�

（１）
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
融
資

制
度（
自
由
貿
易
地
域
等
特
定
地
域

振
興
資
金
）�

（２）
公
共
施
設
の
整
備�

�

情
報
通
信
産
業
振
興
地
域
の
要
件�



国
頭
村�

大
宜
味
村�

今
帰
仁
村�

宜
野
座
村�

金
武
町�

具
志
川
市�

下
地
島�

宮　古　島�

石垣島�西表島�

竹
富
島�

竹
富
町�

石垣市�

伊
良
部
町�

伊
良
部
島�

城辺町�宜
野
湾
市�

沖
縄
市�

読
谷
村�

北
谷
町�

西
原
町�

中
城
町�

那
覇
市�

糸
満
市�

知
念
村�

浦添市�

玉城村�

佐敷町�
豊見城村�

南風�
原町�

豊見城村�

北中�
城村�

町�

勝�
連�

南風�
原町�

東風�
平町�
東風�
平町�

村�
大�里�

石川市�

伊江島�

伊江村�

本
部
町�

瀬
底
島�

名 護 市�

東
　
村�

村�
納�
恩�

町�

嘉�
手�
納�

村�

具�
志�
頭�

平
良
市�

与那城町�与那城町�

上
野
村�

下
地
町�

与那原町�与那原町�

情報通信産業振興地域指定位置図�

指
定
地
域�

名
　
　
称�

区
　
　  

域�

那
覇
市
　
　 

那
覇
市
全
域�

石
川
市
　
　 

石
川
市
全
域�

具
志
川
市
　 

具
志
川
市
全
域�

宜
野
湾
市
　 

宜
野
湾
市
全
域�

平
良
市
　
　 

平
良
市
全
域�

石
垣
市
　
　 

石
垣
市
全
域�

浦
添
市
　
　 

浦
添
市
全
域�

名
護
市
　
　 

名
護
市
全
域�

糸
満
市
　
　 

糸
満
市
全
域�

沖
縄
市
　
　 

沖
縄
市
全
域�

本
部
町
　
　 

国
頭
郡
本
部
町
全
域�

与
那
城
町
　 

中
頭
郡
与
那
城
町
全
域�

勝
連
町
　
　 

中
頭
郡
勝
連
町
全
域�

読
谷
村
　
　 

中
頭
郡
読
谷
村
全
域�

嘉
手
納
町
　 

中
頭
郡
嘉
手
納
町
全
域�

北
谷
町
　
　 

中
頭
郡
北
谷
町
全
域�

北
中
城
村
　 

中
頭
郡
北
中
城
村
全
域�

中
城
村
　
　 

中
頭
郡
中
城
村
全
域�

西
原
町
　
　 

中
頭
郡
西
原
町
全
域�

豊
見
城
村
　 

島
尻
郡
豊
見
城
村
全
域�

東
風
平
町
　 

島
尻
郡
東
風
平
町
全
域�

与
那
原
町
　 

島
尻
郡
与
那
原
町
全
域�

南
風
原
町
　 

島
尻
郡
南
風
原
町
全
域�



 

★
観
光
振
興
地
域
と
は�

本
制
度
で
は
、次
の
業
種
を
優
遇
措
置
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。�

観
光
関
連
施
設�

観
光
指
定
地
域
の
要
件�

　
ス
ポ
ー
ツ
又
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、

教
養
文
化
施
設
、休
養
施
設
、集
会
施
設
、

販
売
施
設
及
び
宿
泊
施
設�

��・
優
れ
た
自
然
の
風
景
地
、文
化
財
等
の

観
光
資
源
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
こ
と
。�

・
自
然
的
社
会
的
条
件
か
ら
み
て
一
体
と

し
て
観
光
関
連
施
設
の
整
備
を
図
る
こ

と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
地
域
で
あ
る

こ
と
。�

・
観
光
関
連
施
設
の
用
に
供
す
る
土
地
の

確
保
が
容
易
で
あ
る
こ
と
。�

・
相
当
数
の
観
光
関
連
施
設
の
整
備
が
確

実
と
見
込
ま
れ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
。                      �

北谷西海岸地域�

海洋博公園地域�

ブセナ地域� カヌチャ地域�



優
遇
措
置�

指
定
地
域�

【
販
売
施
設
の
主
な
要
件
】�

･

小
売
施
設
、飲
食
施
設
及
び
附
帯
施
設

に
よ
り
構
成�

附
帯
施
設
・・
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

施
設
、教
養
文
化
施
設
、休
養
施
設
、集

会
施
設
、観
光
に
関
す
る
情
報
を
提
供

す
る
施
設�

･

小
売
施
設
及
び
飲
食
施
設
の
床
面
積

が
概
ね
一
万
㎡
以
上�

･

付
帯
施
設
の
面
積
が
小
売
施
設
及
び

飲
食
施
設
の
概
ね
四
分
の一
以
上�

・
そ
の
他�

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
融
資
制
度

（
沖
縄
観
光
拠
点
整
備
資
金
）�

（５）
公
共
施
設
の
整
備�

・
税
制
等
の
優
遇
措
置（
概
要
）�

（
対
象
：
特
定
民
間
観
光
関
連
施
設
）�

（１）
課
税
の
特
例（
投
資
税
額
控
除
）�

（
機
械
・
装
置
十
五
％
、建
物
・
付
属
設
備
・

構
築
物
八
％
、繰
越
四
年
）�

（２）
地
方
税
の
課
税
免
除
又
は
不
均
一
課

税
に
伴
う
措
置�

（
事
業
税（
五
年
間
）、不
動
産
取
得
税
、

固
定
資
産
税（
五
年
間
））�

（３）
特
別
土
地
保
有
税
の
非
課
税�

（４）
事
業
所
税
の
非
課
税
等�

【
特
定
民
間
観
光
関
連
施
設
】�

ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、教
養

文
化
施
設
、休
養
施
設
、集
会
施
設
、販

売
施
設�

名
　
称�

区
　
　
　
域�

海
洋
博
公
園
地
域�

国
頭
郡
本
部
町
字
備
瀬
、�

石
川
、山
川
及
び
浜
元�

カ
ヌ
チ
ャ
地
域�

名
護
市
字
汀
間
、三
原
、�

安
部
及
び
嘉
陽�

前
川
地
域�

島
尻
郡
玉
城
村
字
前
川�

川
平
地
域�
石
垣
市
字
川
平�

ブ
セ
ナ
地
域�

名
護
市
字
喜
瀬
及
び
幸
喜�

北
谷
西
海
岸
地
域�

中
頭
郡
北
谷
町
北
谷
一丁
目
、

北
谷
二
丁
目
、美
浜
一
丁
目
、

美
浜
二
丁
目
及
び
字
美
浜�

ト
ゥ
リ
バ
ー
地
域�

平
良
市
字
久
貝
四
五
八
ー
三
番

地
、五
五
○
ー
二
番
地
、六
四
三

ー
二
番
地
及
び
六
四
三
｜
三
番

地
に
接
す
る
海
浜
地
の
地
先�

宮
古
島
南
岸�

リ
ゾ
ー
ト
地
域�

宮
古
郡
上
野
村
字
宮
国
及

び
新
里
並
び
に
宮
古
郡
城

辺
町
字
砂
川�

前川地域�

トゥリバ－地域�

川平地域�
宮古島南岸リゾート地域�
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地　域　名� 所在地�
海洋博公園地域�
カヌチャ地域�
ブセナ地域�
北谷西海岸地域�
前川地域�
トゥリバー地域�

宮古島南岸リゾート地域�
�
川平地域�

本部町�
名護市�
�
北谷町�
玉城村�
平良市�
上野村
城辺町�
石垣市�

〃�

観光振興指定地域�

観光振興地域指定

伊江村�

水納島�

瀬底島�

本部町

ブセナ地域�

恩納村�

金武町�

宜宜

北谷西海岸地域�
北
谷
町

北
谷
町�

北
谷
町�

北
中
城
村�

沖縄市�
嘉手納町嘉手納町�嘉手納町�

読谷村�
石川市�

具志川市�

勝連町勝連町�勝連町�

与那城町�

宮城

前川地域�

糸満市�

豊見城村�

那覇市�

知念村�
佐敷町佐敷町�佐敷町�

玉城村玉城村�玉城村�

与那原町与那原町�与那原町�

具
志
頭
村

具
志
頭
村�

具
志
頭
村�

東
風
平
町�

大
里
村�

     南�
   風�
  原�
町�

西原町�

浦添市�

宜野湾市宜野湾市�宜野湾市�
中城村中城村�中城村�

石垣市

川平地域�
与那国町�

西表島�

鳩間島�

竹富町�

小浜島�

新城島�

竹富島�

黒島�

海洋博公園地域�

06

定位置図�

町�

今帰仁村�

古宇利島�

屋我地島�

国頭村�

東村�

カヌチャ地域�

名護市�

大宜味村大宜味村�大宜味村�

宜野座村宜野座村�宜野座村�

浜比嘉島�

平安座島�

伊計島�
城島�

宮古島南岸リゾート地域�

トゥリバー地域�

伊良部町�

池間島�

来間島�

下地町下地町�下地町�上野村上野村�上野村�

城辺町城辺町�城辺町�

平良市�

市�

凡　　　例�

重点整備地区（リゾート法）�

観光振興地域�

�
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〈財務部〉�

1

1

2

5

8

67

34

�����������������

〜
大
蔵
省
景
気
予
測
調
査
結
果
か
ら�

〜�

　
財
務
部
が
平
成
十
二
年
二
月
に
県
内
の

資
本
金
一
千
万
円
以
上
の
法
人
企
業（
金
融
・

保
険
を
除
く
）を
対
象
に
実
施
し
た
大
蔵

省
景
気
予
測
調
査
結
果
の
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。�

�

　  

景
況
判
断�

�

　
現
状（
十
二
年
一〜
三
月
期
）で
は
、製
造
業
、

非
製
造
業
と
も
に「
上
昇
」超
に
転
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、全
産
業
で
も「
上
昇
」超
に
転

じ
て
い
る
。�

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、十
二
年
四
〜
六
月

期
は
製
造
業
で「
下
降
」超
に
転
じ
る
も
の
の
、

非
製
造
業
で「
上
昇
」超
幅
が
大
幅
に
拡
大

す
る
こ
と
か
ら
、全
産
業
で
も「
上
昇
」
超

幅
が
大
幅
に
拡
大
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。�

　
十
二
年
七
〜
九
月
期
は
製
造
業
で
再
び「
上

昇
」超
に
転
じ
る
ほ
か
、非
製
造
業
で「
上
昇
」

超
で
推
移
す
る
こ
と
か
ら
、全
産
業
で
は
引

き
続
き「
上
昇
」超
の
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。�

�

　  

売
上
高�

�

　
十
一
年
度
通
期
は
、製
造
業
、非
製
造
業

と
も
増
収
と
み
て
お
り
、全
産
業
で
は
五
・

八
％
の
増
収
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。�

　
十
二
年
度
上
期
は
、製
造
業
、非
製
造
業

と
も
増
収
と
み
て
お
り
、全
産
業
で
は
二
・一

％
の
増
収
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。�

�

　  

経
常
損
益�

�

　
十
一
年
度
通
期
は
、製
造
業
、非
製
造
業

と
も
大
幅
な
増
益
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
産
業
で
は
三
三
・
九
％
の
大
幅
な
増
益
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。�

　
十
二
年
度
上
期
は
、製
造
業
、非
製
造
業

と
も
増
益
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、全
産
業

で
は
一
○
・一％
の
増
益
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。�

�

　  

設
備
投
資�

�

　
十
一
年
度
の
設
備
投
資
計
画
を
前
年
度

比
で
み
る
と
、製
造
業
で
十
七
・
八
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、非
製
造
業
で
二
三
・

六
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、全
産

業
で
は
二
一・
○
％
の
減
少
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。�

　
十
二
年
度
の
設
備
投
資
計
画
は
、現
時

点
で
は
不
確
定
要
素
は
あ
る
が
、製
造
業
、

非
製
造
業
と
も
減
少
す
る
見
通
し
と
な
っ

て
お
り
、全
産
業
で
は
十
七
・
八
％
の
減
少

計
画
と
な
っ
て
い
る
。�

�

　  

従
業
員
数�

�

　
現
状
で
は
、製
造
業
で「
過
剰
気
味
」超

幅
が
縮
小
し
、非
製
造
業
で「
不
足
気
味
」

超
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、全
産
業
で

は「
不
足
気
味
」超
と
な
っ
て
い
る
。�

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、製
造
業
で「
過
剰

気
味
」超
幅
が
拡
大
す
る
も
の
の
、ウ
ェ
イ
ト

の
高
い
非
製
造
業
で「
不
足
気
味
」超
で
推

移
す
る
こ
と
か
ら
、全
産
業
で
は「
不
足
気
味
」

超
で
推
移
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。�

�

　  

金
融
機
関
の
融
資
態
度�

�

　
現
状
で
は
、中
小
企
業
で「
き
び
し
い
」超

幅
が
拡
大
し
て
い
る
も
の
の
、中
堅
企
業
で「
ゆ

る
や
か
」超
に
転
じ
て
い
る
ほ
か
、大
企
業
で

は
引
き
続
き「
ゆ
る
や
か
」超
と
な
っ
て
い
る
。�

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、中
小
企
業
で「
き
び

し
い
」
超
で
推
移
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、大
企
業
、中
堅
企
業
で
は「
ゆ
る

や
か
」超
で
推
移
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。�

�

　  

資
金
繰
り�

�

　
現
状
で
は
、中
小
企
業
で「
悪
化
」超
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、大
企
業
、中
堅
企
業
で

は「
改
善
」超
に
転
じ
て
い
る
。�

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、中
堅
企
業
で「
改
善
」

超
で
推
移
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

大
企
業
で
は「
改
善
」超
幅
が
縮
小
し
た
後
、

「
悪
化
」超
に
転
じ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る

ほ
か
、中
小
企
業
で
は「
悪
化
」
超
で
推
移

す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。�

�

�

　  

中
期
的
な
経
営
課
題�

�

　
全
産
業
で
は「
国
内
販
売
体
制
、営
業
力

の
強
化
」、を
挙
げ
る
企
業
が
最
も
多
く
、

次
い
で「
企
業
実
態
に
即
し
た
雇
用
、人
事
、

給
与
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」、「
後
継
者
、人
材

確
保
、育
成
」の
順
と
な
っ
て
い
る
。�

県内企業の景況感�
現状、先行きとも�
全産業で「上昇」超�

08

B
S
I
と
は
・・・�

景
気
動
向
指
数（
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ベ
イ
・
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
）を
い
い
、表
の
見
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

B
S
I
＝（
「
上
昇
」
等
と
回
答
し
た
企
業
の
構
成
比
）

｜
（
「
下
降
」
等
と
回
答
し
た
企
業
の
構
成
比
）�

景状判断BSIの推移（季節調整済）

（％ポイント） 景気の山
（3,2）

景気の谷
（5.10）

景気の山
（9.3）

上
昇
超

下
昇
超

*景気の山、景気の谷は全国ベース

全産業
製造業
非製造業

現状判断← →見通し

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

40

30

20

10

0

-10

-20

-30
3/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 4/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 5/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 6/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ7/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 8/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 9/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ10/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ11/Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ12/Ⅰ Ⅱ Ⅲ（四半期）
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1

2

31

23

����������

　
従
来
、沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
は

「
特
許
公
報
類
閲
覧
所
」を
設
置
し
、工

業
所
有
権
情
報
を
一
般
利
用
者
の
閲
覧
に

供
し
て
き
ま
し
た
。平
成
十
二
年
一
月
か
ら
、

以
下
の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
名
称
を「
特
許
室
」と
改
め
ま
し
た
。�

�
�　

住
所
・・
那
覇
市
前
島
三
｜
一
｜
十
五�

　
　
　
　（
大
同
生
命
ビ
ル
五
階
）�

　
電
話
・・
〇
九
八（
八
六
七
）三
二
九
三�

�
�
�

拡
充
し
た
サ
ー
ビ
ス�

�

　  

特
許
電
子
図
書
館（
専
用
端
末
）�

�
�　

特
許
電
子
図
書
館
は
、世
界
に
先
駆

け
て
、我
が
国
特
許
庁
が
明
治
以
来
発
行

し
て
い
る
約
四,
〇
〇
〇
万
件
の
工
業
所

有
権
情
報（
特
許・実
用
新
案・意
匠・商
標・

審
決
の
公
報
類
及
び
関
連
情
報
）と
そ
の

検
索
サ
ー
ビ
ス（
Ｆ
タ
ー
ム
、分
類
、自
然

語
等
）を
提
供
す
る
も
の
で
す
。�

　
な
お
、検
索
に
あ
た
っ
て
は
、特
許
検
索

指
導
等
調
査
員
が
指
導
し
ま
す
の
で
、初

心
者
の
方
で
も
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。�

�
�
���������

　  

登
録
原
簿
の
交
付�

�

　
特
許
、実
用
新
案
、意
匠
、商
標
の
登

録
原
簿
の
交
付
を
開
始
し
ま
す
。交
付

す
る
書
類
は
、原
簿
デ
ー
タ
を
出
力
し
た

「
登
録
事
項
記
載
書
類
」と
記
載
事
項

に
誤
り
が
な
い
こ
と
を
認
証
し
た「
原
簿

謄
本
」が
あ
り
ま
す
。�

　
な
お
、当
交
付
業
務
は
特
許
法
第
一
八

六
条
に
基
づ
く
請
求
に
よ
り
行
う
も
の
で
、

特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
に
よ
り
九
〇

〇
円
の
特
許
印
紙
が
必
要
で
す
。�

　  

Ｔ
Ｖ
面
接
審
査
室
の
設
置�

�

　
こ
れ
ま
で
、特
許
出
願
人
等
が
特
許
庁

へ
出
向
き
、審
査
官
と
面
接
を
行
い
、発

明
内
容
等
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
や
質

疑
応
答
を
行
い
、相
互
の
意
志
疎
通
を
図

っ
て
い
ま
し
た
。Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、当
地
域
の
出
願
人

に
と
っ
て
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
よ
り
迅
速
か
つ
的
確
な
審
査
業

務
の
推
進
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。�

�
�
�

従
来
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス�

�

　  

Ｃ
Ｄ
｜
Ｒ
Ｏ
Ｍ
公
報
の
閲
覧�

�

　
特
許
庁
で
発
行
し
た
Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
公

報
を
閲
覧
で
き
ま
す
。�

　
意
匠
や
商
標
に
つ
い
て
は
、色
彩
も
重

要
な
要
素
で
あ
り
ま
す
が
、現
在
の
と
こ
ろ
、

特
許
電
子
図
書
館
で
は
色
彩
の
確
認
が

で
き
な
い
た
め
、Ｃ
Ｄ
｜

Ｒ
Ｏ
Ｍ
公
報
を
ご

利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　  

特
許
流
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス�

�

　
ラ
イ
セ
ン
ス
等
の
用
意
が
あ
る
特
許
関

連
技
術
の
検
索
が
で
き
ま
す
。�

　
ま
た
、事
前
に
Ｉ
Ｄ
を
取
得
し
て
い
れ
ば
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
登
録
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。�

�
�　  

指
導
・
相
談�

�

　
工
業
所
有
権
に
関
す
る
指
導
・
相
談

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。�

�
�　

通
商
産
業
部
産
業
課�

　
電
話
〇
九
八（
八
六
六
）〇
〇
六
七�

�

特
許
室
の
紹
介�

〈通商産業部〉�

2

原
簿
と
は
？ �

　
特
許
権
そ
の
他
特
許
に
関
す
る
権

利
の
設
定
、移
転
、消
滅
、処
分
の
制
限
、

予
告
登
録
及
び
信
託
等
所
定
の
登
録

事
項
を
登
録
し
て
、特
許
権
の
存
在

及
び
変
動
等
の
実
体
関
係
を
公
示
す

る
た
め
の
公
簿
で
あ
っ
て
、登
記
制
度

に
お
け
る
不
動
産
登
記
簿
に
相
当
す

る
も
の
で
す
。�

　
権
利
侵
害
事
件
に
お
け
る
事
実
確
認
、

設
定
登
録
後
の
権
利
者
の
変
動
並
び

に
登
録
料
納
付
状
況
調
査
等
に
利
用

で
き
ま
す
。�
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沖縄の養殖業�
な
ぜ
養
殖
業
を�

推
進
す
る
の
で
す
か
？�

〈農林水産部〉�

　沖縄における養殖業は、漁業生産全体が伸び悩む中、
近年急速にシェアを拡大し、平成9年には漁業生産量の33
％を占めるほどになりました。また、需要動向から見ても養
殖業への期待は高まっています。�

沖
縄
で
な
ぜ
養
殖
場
を
造
成�

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
か
？�

沖
縄
で
は
ど
の
よ
う
な
水
産
物
が�

養
殖
さ
れ
て
い
ま
す
か
？�

一
口
メ
モ
　
水
産
物
の
効
能�

　
最
近
で
は
、
モ
ズ
ク
が
大
腸
菌

O-

1
5
7
を
撃
退
す
る
力
を
持
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、健
康
食
と
し
て
注
目
さ
れ

て
需
要
が
増
え
ま
し
た
。�

　
魚
類
で
は
、脳
の
発
達
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
Ｄ
Ｈ
Ａ(

ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸)

や
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
を
低
下
さ
せ
る
Ｅ
Ｐ
Ａ(

エ
イ
コ
サ
ペ
ン

タ
エ
ン
酸)

と
い
っ
た
高
度
不
飽
和
脂
肪

酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。�

　
沖
縄
の
水
産
業
は
、本
土
復
帰
後
、カ

ツ
オ
・マ
グ
ロ
漁
を
中
心
と
し
た
沖
合
漁

業
が
地
場
産
業
と
し
て
の
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、近
年
の
国
際

的
な
漁
業
規
制
強
化
や
資
源
の
減
少
等

に
よ
り
、｢

と
る
漁
業｣

か
ら｢

つ
く
り
育
て

る
漁
業｣

へ
の
変
転
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。�

�
  ま

た
、沖
縄
の
漁
業
生
産
量
が
減
少
傾

向
を
示
し
て
い
る
中
で
、漁
業
生
産
量
を

伸
ば
す
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
と
し
て

養
殖
業
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。平
成
九
年

に
は
養
殖
業
の
生
産
量
が
増
加
し
た
こ

と
で
、前
年
に
比
べ
漁
業
生
産
量
が
一
割
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。沖
縄
の
水
産
業

を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、養
殖
業
を
推

進
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

���

　
沖
縄
に
お
い
て
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
海
域

の
諸
条
件
を
踏
ま
え
養
殖
場
の
造
成
等

が
行
わ
れ
て
い
て
、モ
ズ
ク
・
ク
ル
マ
エ
ビ
の

養
殖
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。�

　
平
成
九
年
の
養
殖
魚
種
別
の
生
産
量

で
は
モ
ズ
ク
が
全
体
の
八
十
八
％
を
占
め
、

生
産
額
で
は
ク
ル
マ
エ
ビ
が
全
体
の
五
十

九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

　
魚
類
で
は
マ
ダ
イ
・マ
グ
ロ・ハマ
フ
エ
フ
キ

(
タ
マ
ン)

・カ
ン
パ
チ
・ハマ
チ
・
ヤ
イ
ト
ハ
タ
等

が
養
殖
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成
八
年
か
ら
は
、

成
長
が
早
く
、身
が
日
持
ち
す
る
ス
ギ(

ク

ロ
カ
ン
パ
チ)
の
養
殖
も
開
始
さ
れ
て
い
ま�

す
。海
藻
類
で
は
、ヒ
ト
エ
グ
サ(

ア
ー
サ)

・

ク
ビ
レ
ヅ
タ(
海
ぶ
ど
う)

が
養
殖
さ
れ
て

い
ま
す
。�

　
沖
縄
に
は
亜
熱
帯
の
暖
か
い
海
が
あ

る
た
め
、水
産
物
の
成
長
が
早
く
、養
殖

を
行
う
上
で
他
県
よ
り
も
有
利
な
立
場

に
あ
り
ま
す
が
、一
方
サ
ン
ゴ
礁
の
リ
ー
フ

外
は
水
深
は
あ
る
も
の
の
、夏
は
台
風
、

冬
は
大
陸
か
ら
の
季
節
風
に
よ
っ
て
波
が

荒
い
な
ど
養
殖
に
適
し
た
深
く
て
波
の

静
か
な
水
域
は
少
な
く
、養
殖
を
行
う

場
所
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。�

　
そ
の
た
め
、養
殖
を
行
う
場
所
の
確
保

(

養
殖
場
の
造
成)

が
養
殖
業
推
進
の
た

め
に
必
要
で
す
。�

出荷直前のクルマエビ�

モズクの収穫作業�

モズクの養殖風景�



�

沖
縄
で
は
養
殖
業
推
進
の�

た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
が�

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
？�

こ
れ
か
ら
の
計
画
に
つ
い
て�

教
え
て
く
だ
さ
い
？�

　
平
成
十
二
年
度
か
ら
造
成
予
定

の
伊
平
屋
地
区
で
は
、県
内
初
の

試
み
と
し
て
浮
消
波
堤
を
設
置
し

て
波
の
静
か
な
水
域
を
造
り
だ
し
、

養
殖
場
の
造
成
を
行
う
予
定
で
す
。�

�

　
リ
ー
フ
外
に
養
殖
場
を
造
成
す

れ
ば
、潮
通
し
が
良
く
、年
中
き
れ

い
な
海
水
が
流
れ
て
い
る
の
で
、養

殖
場
の
水
質
悪
化(

最
近
で
は
養

殖
場
の
底
質
改
善
材
の
開
発
や
、

生
エ
サ
か
ら
固
形
化
飼
料
へ
の
転

換
な
ど
、養
殖
場
の
環
境
改
善
対

策
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す)

を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、リ
ー
フ

外
な
ら
広
い
面
積
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、こ
の
浮
消
波
堤
を
利

用
し
た
リ
ー
フ
外
で
の
養
殖
場
造

成
に
よ
り
、沖
縄
に
お
け
る
養
殖

業
の
推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。�

�

　
こ
の
事
業
で
養
殖
関
連
施
設

と
し
て
、養
殖
イ
カ
ダ
及
び
係
留
施

設
・
種
苗
供
給
施
設
・
養
殖
施
設

等
を
整
備
し
て
い
ま
す
。養
殖
施

設
に
は
海
ぶ
ど
う
養
殖
施
設
が
あ

り
ま
す
。�

　
国
の
補
助
事
業
で
は
、｢

沿
岸
漁
場
整

備
開
発
事
業｣

と｢

沿
岸
漁
業
構
造
改

善
事
業｣

で
養
殖
場
の
造
成
・
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。�

�
　｢
沿
岸
漁
場
整
備
開
発
事
業｣

は
、国

際
的
な
漁
業
規
制
強
化
や
資
源
の
減
少

等
に
対
し
、食
料
の
安
定
供
給
や
漁
業
の

発
展
を
図
る
た
め
、魚
礁
の
設
置
や
養

殖
場
の
造
成
等
を
実
施
す
る
事
業
で
あ
り
、

こ
の
事
業
で
ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
場
・モ
ズ
ク

養
殖
場
・
魚
類
養
殖
場
を
造
成
し
て
い
ま

す
。�

�

　｢

沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業｣
は
、漁

業
の
生
産
条
件
で
あ
る
養
殖
場
や
水
産

業
近
代
化
施
設
・
漁
村
の
環
境
改
善
に

必
要
な
施
設
等
を
、総
合
的
か
つ
有
機

的
に
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。�

浮消波堤概要図�

クロカンパチ�

ハマフエフキ�
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〈運輸部〉�

4

規制緩和の波にゆれる�
離島航路�

����������������������

　  

沖
縄
の
離
島
航
路�

�

　
多
く
の
島
か
ら
な
る
沖
縄
県
で
は
船

舶
に
よ
る
輸
送
手
段
な
く
し
て
住
民
の

生
活
は
成
り
立
た
ず
、需
要
に
応
じ
た
さ

ま
ざ
ま
な
規
模
や
形
態
の
航
路
事
業
が

生
ま
れ
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。�

　
戦
後
の
航
路
事
業
は
ま
さ
に
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、社
会
混
乱
と
物
資

不
足
の
中
で
米
軍
の
払
い
下
げ
船
舶
な

ど
を
利
用
し
た
事
業
が
各
地
域
で
展
開

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。�

　
離
島
航
路
事
業
者
の
多
く
は
零
細
で

経
営
基
盤
が
ぜ
い
弱
で
あ
り
、複
数
の
事

業
者
が
競
合
し
て
い
る
航
路
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、事
業
の
撤
退
や
合
理
化
の
た
め

の
集
約
な
ど
が
行
わ
れ
、そ
の
結
果
、現

在
で
は
二
十
四
事
業
者
と
な
り
、ま
た
、

宮
古
と
八
重
山
の一
部
お
よ
び
先
島
航
路

を
除
き
単
独
航
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

　  

船
舶
の
近
代
化�

�

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
航
路
に
対
す

る
利
用
者
の
要
求
は
よ
り
高
度
な
も
の

と
な
り
、事
業
者
と
し
て
も
こ
れ
ら
に
応

え
て
き
ま
し
た
。�

q
フ
ェ
リ
ー
化

　
自
家
用
車
に
よ
る
移
動
だ
け
で
な
く

例
え
ば
検
診
車
を
島
へ
乗
り
入
れ
る
こ

と
で
、島
で
の
健
康
診
断
が
可
能
と
な
り

ま
す
。現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
航
路
で
フ

ェ
リ
ー
化
が
進
み
、四
航
路
を
残
す
の
み

な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
な
か
の
久
高
航
路

に
つ
い
て
も
港
湾
整
備
が
完
了
し
、次
期

代
替
で
は
フ
ェ
リ
ー
化
す
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
ま
す
。�

w
大
型
化

　
輸
送
能
力
の
強
化
、航
行
の
安
全
性
や

快
適
性
の
向
上
、ま
た
、気
象
海
象
の
影

響
に
よ
る
欠
航
を
少
な
く
す
る
う
え
で

も
効
果
的
で
、船
舶
の
総
ト
ン
数
は
年
々

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。�

e
高
速
化

　
新
造
船
は
高
速
化
が
図
ら
れ
、各
航
路

に
お
い
て
所
要
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。�

　
ま
た
、フ
ェ
リ
ー
と
高
速
船
の
二
隻
体
制

に
よ
る
運
航
が
行
わ
れ
て
い
る
航
路
も

多
く
、離
島
住
民
の
利
便
性
向
上
だ
け
で

な
く
観
光
需
要
の
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。�

r
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　
船
舶
に
お
い
て
も
身
体
障
害
者
や
高

齢
者
が
容
易
に
利
用
で
き
る
環
境
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、段
差
の
解
消
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
身
障
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。船

舶
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
ま
だ
端
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
あ
り
今
後
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

�

　  

航
路
補
助
制
度�

�

　
航
路
事
業
に
は
そ
の
重
要
性
か
ら
行

政
が
深
く
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
古
く
は
明
治
の
頃
か
ら
す
で
に
補
助

の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、現
在
で
も
離
島

航
路
整
備
法
に
基
づ
く
航
路
補
助
制
度

は
離
島
振
興
の
要
と
な
る
離
島
航
路
の

維
持
改
善
施
策
の
根
幹
を
な
し
て
い
ま
す
。�

　
多
く
の
離
島
航
路
の
収
支
状
況
は
厳

し
く
、さ
ら
に
船
舶
の
近
代
化
な
ど
に
よ

る
船
価
の
増
加
は
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
、

現
在
、二
十
四
事
業
者
の
う
ち
十
七
事

業
者
の
航
路
が
補
助
航
路
と
し
て
指
定

さ
れ
、十
年
度
は
十
三
事
業
者
が
国
お

よ
び
県
か
ら
合
わ
せ
て
約
六
億
四
千
万

円
の
補
助
を
受
け
て
い
ま
す
。�

�

　  

規
制
緩
和�

�

　
こ
れ
ま
で
離
島
航
路
を
含
む
旅
客
航

路
事
業
に
お
い
て
は
輸
送
力
の
安
定
供

給
を
図
る
た
め
需
給
調
整
規
制
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。�

　
需
給
調
整
規
制
の
も
と
で
は
新
た
な

需
要
が
発
生
し
な
い
限
り
新
規
参
入
が�

1

2

34

久高海運（名）の「新龍丸」�
フェリーへの代替が計画されている�

渡嘉敷村の「フェリーけらま」12年には高速船との2隻体制となる�
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難
し
く
、単
独
航
路
の
多
い
沖
縄
の
離
島

航
路
で
は
自
由
競
争
が
強
く
制
限
さ
れ

て
い
ま
し
た
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、運
輸
省
の
交
通
分
野

に
お
い
て
規
制
緩
和
が
進
む
な
か
離
島
航

路
事
業
も
例
外
で
は
な
く
、平
成
十
一
年

の
海
上
運
送
法
改
正
に
よ
り
平
成
十
二

年
十
月
か
ら
需
給
調
整
規
制
が
撤
廃
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

　
た
だ
し
、規
制
の
緩
和
が
不
採
算
航
路

の
切
り
捨
て
な
ど
利
用
者
利
益
を
損
な

う
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
新
た
に
指
定
区

間
制
度
が
導
入
さ
れ
、生
活
航
路
と
し
て

指
定
し
た
区
間
に
つ
い
て
は
q
一
定
の
サ
ー

ビ
ス
基
準
を
設
け
こ
れ
を
許
可
基
準
と

す
る
。
w
運
賃
の
上
限
を
設
定
す
る
。
e

事
業
の
休
廃
止
は
六
月
以
上
の
事
前
届

出
と
す
る
。な
ど
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。�

�

������������������

　  

新
制
度
と
離
島
航
路�
�

　
今
後
は
サ
ー
ビ
ス
基
準
を
満
た
せ
ば

離
島
航
路
へ
の
新
規
参
入
が
容
易
と
な

る
こ
と
か
ら
、健
全
な
競
争
に
よ
る
事
業

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
こ

れ
か
ら
の
離
島
航
路
事
業
の
あ
り
か
た
に

一
石
が
投
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

　
新
し
い
制
度
の
中
で
こ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、需
要
に
見
合
う
効

率
的
な
船
舶
を
使
用
し
、利
用
者
の
求

め
る
サ
ー
ビ
ス
に
応
え
る
べ
く
創
意
工
夫

を
こ
ら
し
た
運
行
計
画
で
既
存
航
路
へ

の
新
規
参
入
を
図
る
事
業
者
が
出
て
く

る
の
か
、こ
れ
に
対
し
、既
存
の
事
業
者
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
共
存
を
図
っ
て
い
く

の
か
、ま
た
、補
助
航
路
に
お
い
て
は
こ
れ

ま
で
採
算
性
よ
り
も
む
し
ろ
利
便
性
の

向
上
に
視
点
を
お
い
た
船
舶
の
近
代
化

が
図
ら
れ
て
き
て
お
り
、過
剰
設
備
を
か

か
え
競
争
力
に
乏
し
い
補
助
事
業
者
が

自
由
競
争
の
な
か
で
自
立
し
存
続
し
て
い

け
る
の
か
、な
ど
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
離

島
航
路
を
と
り
ま
く
環
境
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
く
の
か
今
の
と
こ
ろ
全
く

の
未
知
数
で
す
。離
島
航
路
事
業
者
に
お

い
て
は
お
し
よ
せ
る
規
制
緩
和
の
波
を
荒

波
と
し
て
受
け
と
め
る
の
か
、逆
に
ビ
ッ
ク

ウ
ェ
イ
ブ
と
し
て
波
に
乗
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、自
ら
の
お
か
れ
て
い
る
環
境
と
将

来
へ
の
展
望
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。�

　
運
輸
部
と
し
て
も
今
後
の
離
島
航
路

事
業
の
動
静
を
的
確
に
捉
え
る
と
と
も
に
、

新
制
度
の
も
と
で
適
切
に
対
応
し
利
用

者
利
便
性
の
維
持
向
上
を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�
5

久米島フェリー（株）の「フェリーなは」17年経過してまだまだ現役�

八重山観光フェリー（株）の「サザンクロス5号」俊足45ノット�

座間味村の「かりゆし」�
阿嘉～慶留間に就航、12年3月で航路廃止予定�
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  �

�

　
沖
縄
国
際
洋
蘭
博
覧
会
は
、国
営
沖

縄
記
念
公
園
内
に
熱
帯
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、今
年
で
第
十
四
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
国
内
外
の

洋
蘭
を
数
多
く
紹
介
す
る
な
ど
、沖
縄

に
世
界
の
蘭
が
集
ま
る
環
境
を
整
え
る

と
と
も
に
、「
沖
縄
花
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」の
中

の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、冬
の
沖
縄
観

光
の
目
玉
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
本
博
覧
会
は
、国
内
外
の
洋
蘭
愛
好
者

並
び
に
生
産
者
、花
装
飾
関
係
者
等
が
花

を
持
ち
寄
り
一
堂
に
会
す
る
こ
と
で
、親

睦
の
和
を
広
げ
る
と
と
も
に
、情
報
交
換
、

技
術
の
普
及
・
向
上
の
場
と
し
て
、同
時
に

優
良
品
種
の
普
及
、及
び
芸
術
文
化
の
創

造
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

�

　
本
博
覧
会
は
、国
営
沖
縄
記
念
公
園（
海

洋
博
公
園
）内
の
熱
帯
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、毎
年
二
月
の
第
一
土
曜
日
を
皮

切
り
に
、「
沖
縄
花
の
カ
ー
ニ
バ
ル
」の一
環

と
し
て
九
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
博
覧
会
に
は
一
般
公
募
に
よ
り
国
内
外

の
蘭
愛
好
者
、生
産
者
等
か
ら
多
く
の
ご

出
展
を
い
た
だ
い
て
お
り
、期
間
中
は
約

二
万
点
の
美
し
い
蘭
が
会
場
を
埋
め
尽
く

し
ま
す
。�

　
出
展
さ
れ
た
す
べ
て
の
洋
蘭
は
、鉢
物
、

切
花
、デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

に
区
分
し
た
上
で
、認
定
審
査
と
コ
ン
ク

ー
ル
審
査
の
そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
を
行
い
ま
す
。�

�

　
期
間
中
に
は「
世
界
の
珍
し
い
蘭
展
」

ラ
ン
の
花
を
使
用
し
た「
い
け
ば
な
展
」、「
展

示
即
売
会
」、「
栽
培
相
談
コ
ー
ナ
ー
」、「
洋

蘭
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
」な
ど
関
連
催
事

も
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　「
世
界
の
珍
し
い
蘭
展
」は
タ
イ
を
テ
ー

マ
に
実
施
し
、世
界
で
も
っ
と
も
大
き
く

な
る
蘭
を
始
め
と
し
た
タ
イ
原
産
の
ラ
ン

の
展
示
や
、日
本
の
最
大
の
切
花
輸
入
国

で
あ
る
タ
イ
の
蘭
生
産
に
つ
い
て
の
紹
介

を
し
ま
し
た
。次
年
度
以
降
も
魅
力
あ
る

テ
ー
マ
で
、様
々
な
ラ
ン
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。�

〈開発建設部〉�

沖縄国際洋蘭博覧会�
世界のランが集うOrchid  Show

5

�

　
五
部
門
あ
る
審
査
区
分
の
優
秀
賞
に

は
外
務
大
臣
賞
、農
林
水
産
大
臣
賞
、建

設
大
臣
賞
、沖
縄
開
発
庁
長
官
賞
、文
部

大
臣
奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
、さ
ら
に
今
年

か
ら
は
、こ
の
五
部
門
の
優
秀

作
品
の
う
ち
か
ら
一
点
選
出
さ

れ
る
最
優
秀
賞
に
、沖
縄
国

際
洋
蘭
博
覧
会
大
賞
と
し
て

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、

本
博
覧
会
が
国
際
的
な
蘭
展

と
し
て
は
、国
内
で
も
っ
と
も

歴
史
が
長
い
ラ
ン
の
博
覧
会
と

し
て
実
績
を
有
し
、ま
た
、日

本
の
蘭
産
業
の
発
展
、国
際
交

流
に
寄
与
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
た
結
果
と
い
え
ま
す
。�

鉢物審査部門  沖縄総合事務局長賞受賞株  優良賞  ブッラソレリオカトレヤ属�
徳本  行雄  沖縄県（那覇市）�

沖縄国際洋蘭博覧会会場の様子�

審査会の状況�

14March



  

�

　
七
月
に
開
催
さ
れ
る
九
州
・
沖
縄
サ
ミ

ッ
ト
を
記
念
す
る
特
別
企
画
と
し
て
、サ

ミ
ッ
ト
参
加
国
か
ら
ラ
ン
関
係
者
を
招
い

て
交
流
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、広
範
囲
な

地
域
の
情
報
収
集
及
び
技
術
の
向
上
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
に「
国
際
洋
蘭
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。�

　
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
、イ

ギ
リ
ス
、ド
イ
ツ
、カ
ナ
ダ
の
四
ヶ
国
か
ら
参

加
が
あ
り
、各
国
の
蘭
生
産
事
情
に
つ
い

て
基
調
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら

に
ア
セ
ア
ン
蘭
協
会
、タ
イ
及
び
国
内
の
ラ

ン
関
係
者
を
交
え
て「
洋
蘭
の
生
産
と
消

費
」の
テ
ー
マ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。�

　
ま
た
、洋
蘭
博
覧
会
会
場
で
は
、シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
参
加
各
国
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
展
示

を
実
施
し
ま
し
た
。沖
縄
で
は
な
か
な
か

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
花
も
あ
り
、入
館

者
の
方
に
は
満
足
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。�

�

　
現
在
、沖
縄
県
の
洋
蘭
の
切
花
生
産
は
、

我
が
国
の
洋
蘭
切
花
生
産
の
二
十
六
％
に

達
し
、全
国
一の
洋
蘭
切
花
生
産
地
を
形

成
す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
洋

蘭
生
産
が
盛
ん
な
沖
縄
県
に
お
い
て
開
催

す
る
本
博
覧
会
に
は
意
義
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。�

　
今
後
も
沖
縄
の
農
業
振
興
や
、北
部

地
域
に
お
け
る
経
済
の
振
興
に
寄
与
し
、

洋
蘭
関
係
者
、及
び
国
民
の
洋
蘭
に
対
す

る
関
心
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

博
覧
会
と
し
て
い
き
ま
す
。�

�

　�沖
縄
国
際
洋
蘭
博
覧
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
沖
縄
国
際
洋
蘭
博
覧
会
実

行
委
員
会
ま
で�

海
洋
博
覧
会
記
念
公
園
管
理
財
団
植
物
課�

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
九
八
〇
―
四
八
―
二
七
四
一�

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
九
八
〇
―
四
八
―
三
七
八
五�

�

プレサミット特別企画として行われた、国外出展による��
ディスプレイ（ドイツ蘭協会の展示ブース）�

右から沖縄国際洋蘭博覧会大賞（内閣総理大臣賞）、農林水産大臣�
賞、沖縄開発庁長官賞、外務大臣賞受賞株�

国際洋蘭シンポジウム  2月5日本部町立中央公民館において開催されました�

15 March

Orchid  Show

賞� 品名� 氏名� 住所�

沖縄国際洋蘭博覧会大賞  内閣総理大臣賞� アングレクム属� 　橋  國正� 香川県（高松市）�

沖縄県（玉城村）�

台湾�

沖縄県（具志川�
市）�栄野比  博�

嶺井  行吉�

オーチス農業�
開発公司�

カトレヤ属�

ブラッソカトレヤ属�

リンコスチリス属�

鉢物審査部門� 沖縄開発庁長官賞�

農林水産大臣賞�

外務大臣賞�

優秀賞�

優秀賞�

優秀賞�

切花審査部門�

外国出展審査部門�
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県
民
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
及
び
そ
の

他
の
目
的（
買
い
物
、レ
ジ
ャ
ー
等
）で

の
マ
イ
カ
ー
利
用
の
自
粛（
バ
ス
な
ど

の
公
共
交
通
機
関
利
用
へ
の
転
換
）�

�

　
業
務
用
車
両
の
運
行
の
自
粛（
運

行
が
必
要
不
可
欠
な
場
合
に
は
運
行

時
間
・
ル
ー
ト
の
調
整
）�

�

　
車
両
の
利
用
を
伴
う
諸
行
事
の
開

催
の
自
粛�

�
　
外
来
者（
出
入
り
の
業
者
等
を
含

む
。
）に
対
す
る
車
両
の
利
用
の
自
粛

の
呼
び
か
け�

一�
����

二�
���

三�
��

四　　�

　
本
年
七
月
に
、主
要
国
首
脳
会
議（
沖

縄
サ
ミ
ッ
ト
）が
、沖
縄
県
名
護
市
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
す
。�

�

　
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
は
、今
世
紀
最
後
の
サ

ミ
ッ
ト
で
も
あ
り
、国
内
は
も
と
よ
り
世

界
中
の
目
が
沖
縄
に
注
が
れ
る
こ
と
か
ら
、

官
民
が
協
力
し
て
す
ば
ら
し
い
成
果
を

納
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。�

�

　
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
伴
う
各
国
首
脳
等
の

移
動
は
、ノ
ン
ス
トッ
プ
通
行
が
国
際
的
慣
習・

外
交
儀
礼
で
あ
り
、沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
及
び

そ
の
関
連
行
事
の
円
滑
な
進
行
を
確
保

す
る
た
め
、県
下
全
域
に
わ
た
る
大
規
模

な
交
通
規
制
の
実
施
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
現
状
の
交
通
量
の
ま
ま
で

こ
の
よ
う
な
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
と
、

県
内
各
地
で
著
し
い
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、

県
民
の
日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
物

資
を
搬
送
す
る
車
両
の
運
行
に
障
害
が

生
じ
る
な
ど
県
民
生
活
に
深
刻
な
影
響

が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
、関
係

諸
機
関
・
団
体
に
お
い
て
は
、沖
縄
サ
ミ
ッ

ト
開
催
期
間
の
前
後
一
日
ず
つ
を
含
む
平

成
十
二
年
七
月
二
十
日
か
ら
同
月
二
十

四
日
ま
で
の
五
日
間
を
通
じ
、県
内
の
交

通
総
量
を
大
幅
に
抑
制
す
る
た
め
の
多

様
な
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、沖
縄
総

合
事
務
局
と
し
て
も
こ
れ
を
強
力
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。�

　
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
と
正
常
な
県
民

生
活
の
確
保
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、

次
の
事
項
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、交

通
総
量
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
幅
広
い
県
民
の
御
理
解
と

御
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。�

　
な
お
、交
通
規
制
の
具
体
的
な
実
施
日

時
、実
施
区
間
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、沖
縄

サ
ミ
ッ
ト
及
び
そ
の
関
連
行
事
の
具
体
的

な
日
程
が
固
ま
っ
た
段
階
で
沖
縄
県
警
察

か
ら
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
県
民
の

皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

サ
ミ
ッ
ト
期
間
中
の
交
通
混
雑
緩
和
に
御
協
力
を�

KYUSHU OKINAWA�
SUMMIT 2000
-



  

17 March



  

� 北部市町村会主催による「明日を拓
く北部の農林水産業を考える検討会」
の第１回会議が、２月２０日、名護市内
のホテルで開催されました。�
�  本検討会は、昨年末閣議決定され
た「沖縄県北部地域の振興に関する
方針」において、農林水産業の発展
が北部地域の振興の重要な柱の一
つとして位置づけられたことを踏まえ、
北部地域の市町村、農林漁業関係
者が、県及び国の協力の下、北部地
域の農林水産業の将来ビジョンと振
興策を検討する場として設けたもので
す。�
�　第１回検討会では、玉澤徳一郎農
林水産大臣、高木勇樹農林水産事
務次官及び農林水産省関係担当官
等を迎え、地元からは牧野浩隆県副
知事をはじめ、北部地域の市町村長、
農林漁業者、農林水産関係団体、沖
縄総合事務局長等が出席しました。�
�  この中で、北部地域農林漁業者・関
係団体等から、今後の農林水産業振
興を図る上で、流通コストの低減、環
境保全対応型生産システムの確立、
担い手育成、技術開発等のための研
究施設の設置等が課題として提起さ
れました。これに対して、玉澤農林水
産大臣からは、「地元からの要望を踏
まえ、一体となって北部地域の振興策
を進めて参りたい。」との発言がありま
した。�
�　今後、本検討会で提起された課題
等を踏まえ、６月までに具体的な振興
策のあり方等について取りまとめるこ
ととなっております。�

第１回「明日を拓く北部の農林
水産業を考える検討会」を開催�

　「普天間飛行場の移設に関する政府
方針」（平成１１年１２月２８日閣議決定）を
踏まえて、北部地域を振興するための施策・
事業の円滑な推進に当たって地域の自
治体と県及び政府との緊密な連携・協力
を図るため、国、県、関係市町村が一体と
なって検討、調整及びフォローアップを行う
協議機関が設置されました。�
�　沖縄総合事務局としても、「普天間飛
行場の移設に係る政府方針」（平成１１年
１２月２８日閣議決定）を踏まえ沖縄県北部
地域の振興（移転先等振興を含む。）に
関する施策を効果的に行うため、「北部振
興対策推進本部」を平成１２年２月２２日設
置しました。�
�  沖縄総合事務局長を本部長、両次長を
副本部長、各部長を本部員とする構成と
なり、沖縄総合事務局全体で取り組む体
制となっています。�
�   今後、国、県、地元の取り組み体制と連
携を図りながら、北部地域振興に取り組ん
で行きます。�

「参議院財政・金融委員会」�
国政調査が実施されました。�

沖縄総合事務局に北部振興
対 策 推 進 本 部 を 設 置 �

　１月17日から2日間の日程で参議院財政・
金融委員会の平田健二委員長を始め
とする国会議員7名が国政調査のため
沖縄を訪問した。今回の調査は沖縄の
経済・財政・金融・税務・税関行政の状
況を把握すると共に、サミット会場予定
地等の視察が主な目的。　　�
　委員一行は沖縄ハーバービューホテ
ルにおいて、沖縄総合事務局、沖縄国
税事務所、沖縄地区税関など行政機
関から業務概況説明を受けた後、地銀
三行、信用金庫など各金融機関と意見
交換を行い、地域経済の現状につい
て聴取した。また、今年7月に開催予定
の九州・沖縄サミットの主会場となる万
国津梁館やプレスセンター、夕食会会
場の候補地として挙がっている首里城
公園の視察も行った。�
　そのほか、地場産業視察として泡盛
工場、自由貿易地域内のコールセンタ
ーも訪問し、コールセンターでは議員の
間からは「若年層の就職先として期待
できるし活気が感じられる」といった感
想も聞かれた。最終日、平田委員長は
那覇空港で記者会見を行い、調査を終
えた感想として「サミット関連の公共事
業が活発と感じた」などと語った。�
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プレスセンターの模型の前で説明を受ける（参）財政・金融委員会の各委員�

財務部�農林�
水産部�

総務部�



  

�　去る２月１０日に、２０００年九州・沖
縄サミット開催に向け、九州・沖縄両地
区の各道路管理者間相互の情報交
換や連携強化などを図るため、当局
加納次長、建設省九州地方建設局
長を始め、沖縄県、福岡県、宮崎県、
福岡市の各土木部長、日本道路公団
九州支社長などにより、「第１回２０００
年サミット九州沖縄道路調整連絡会議」
を開催しました。�
�  会議では、両地区から関連道路事
業の進捗や道路管理体制の報告が
あり、両地区とも、関連事業の更なる
早期完成を目指すことや、関係機関と
の情報交換なども密にし、道路の巡回・
点検の強化などを行い、万全の管理
体制でサミットを迎えることなどが合意
されました。�
�  そのほか、道路情報板等による交通
規制の周知や交通量削減の呼びかけ、
英語版道路マップの作成、高速道路
のサービスエリアや道の駅でのサミット
フェアの開催などに取り組むことも合
意されました。�
�（なお、サミットに向けた道路事業を紹
介するパンフレットを道路管理課で一
般に配布し、ホームページ�
[http://www.road.dc.ogb.jp/]も開
設しています。）�

�　来る３月２７日～２８日に、名護市のザ・
ブセナテラスビーチリゾート・ホテルに
おいて、通商産業省主催の「沖縄情
報通信ハブ国際シンポジウム」が開催
されます。�
　21世紀の高度情報通信社会到来
に備え、諸外国では、情報通信インフ
ラの整備、情報通信関連産業の集積
が急ピッチで進められています。�
　このような中で、沖縄は地理的条件、
通信インフラ整備の諸計画等からみて、
世界の情報通信ハブ基地としての発
展の可能性が高いと云われています。�
　また平成11年６月に示された「沖縄
経済振興21世紀プラン」中間報告でも、
海外の情報通信関連企業等の誘致
による沖縄経済の活性化のため、「沖
縄国際情報特区構想」の推進が提
言されています。�
　このような状況を受けて同シンポジ
ウムでは、沖縄進出の可能性のある
情報関連企業を招待し、沖縄県の投
資環境等の魅力、将来性を提示する
こととしております。また、沖縄をアジア・
太平洋の情報通信ハブとし、企業誘
致を行う上記構想を実現するための
方策についても議論し、結果を今後
の政策に反映させて行くこととしてい
ます。�

宜 野 座 イ ン タ ー に�
高 速 バ ス 停 留 所 新 設�

第１回  2000年サミット九州・
沖縄道路調整連絡会議を開催�

沖縄情報通信ハブ国際シンポジウム�
―「沖縄国際情報特区構想」の実現に
向けて―の開催について�
�

開発�
建設部�

運輸部� 通商�
産業部�

　バス事業者4社によって運行されて
いる高速バス（那覇空港～名護バスタ
ーミナル間）は、昭和63年の運行開始
以来百万人あまりの利用客を数え、沖
縄本島における基幹バスとして重要な
役割を果たしています。�
　これまでは那覇インターチェンジから
許田インターチェンジまでの間に9ヵ所の
停留所が設置されてきましたが、停留
所が設置されていなかった宜野座村に
おいて、宜野座インターチェンジに停留
所を設置してほしいとの要望が高まり、
バス事業者等に対してバス停留所設
置の要請がなされました。これを受け、
バス事業者等の関係者において検討
がなされ、宜野座への停車が決定され
るとともに、宜野座村においては高速バ
ス停留所の整備が行われ、このたび3
月1日付で宜野座インターチェンジ停留
所の開設が実現しました。�
　今回の停留所新設により、宜野座村
民の移動の利便性が飛躍的に向上す
るとともに、宜野座村の地域振興に大き
く貢献することが期待されています。�
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二
〇
一
〇
年
ま
で
に
情
報
通
信
分
野
で

二
万
四
千
五
百
人
の
雇
用
を
発
生
さ
せ

る
こ
と
。こ
の
数
値
目
標
を
掲
げ
た
「
沖

縄
県
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」

が
策
定
さ
れ
た
の
は
九
八
年
九
月
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
後
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

代
表
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
関
わ
る
多
く
の
企
業
が
沖
縄
に

進
出
し
、今
で
は
、す
で
に
四
千
人
の
雇

用
の
見
通
し
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
。�

�

　
一
年
半
で
四
千
人
と
い
う
こ
と
は
、単

純
に
計
算
し
て
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
十
二

年
間
で
三
万
二
千
人
。一
年
半
毎
の
新
規

発
生
の
増
加
率
を
三
割
ほ
ど
に
設
定
し

た
試
算
で
は
、約
十
万
人
も
の
雇
用
が
創

出
で
き
る
勢
い
、と
い
う
こ
と
に
な
る
。�

　
別
の
数
字
も
紹
介
し
よ
う
。コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
や
従
来
か
ら
あ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
な
ど
で
顧
客
に
直
接
接
触
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
の
展
開
を「
ダ
イ
レ
ク
ト･

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

と
呼
ん
で
い
る
。九
七
年
の
時
点
で
ア
メ

リ
カ
で
は
こ
の
業
界
で
、関
連
産
業
を
含

め
て
二
千
万
人
以
上
の
雇
用
が
発
生
し

て
い
る
。�

　
そ
し
て
、そ
の
内
の
八
三
〇
万
人
が
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
始
め
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た「
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」の
領

域
で
あ
る
。今
後
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
電
子
商
取
引
が
本
格
化
す
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
た
め
、二

〇
〇
二
年
の
雇
用
予
測
数
は
一
千
万
人

を
超
え
て
い
る
。�

　
ア
メ
リ
カ
で
起
こ
る
こ
と
が
数
年
の
遅

れ
で
日
本
に
も
起
こ
る
と
す
る
な
ら
、二

〇
一
〇
年
を
待
た
ず
し
て
日
本
で
の
テ
レ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
連
の
業
務
従
事
者
は

少
な
く
と
も
三
百
万
人
を
超
え
る
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う
。と
す
れ
ば
、人
口
比

で
全
国
の
百
分
の一
を
占
め
る
わ
が
県
で
は
、

三
万
人
の
雇
用
で
も
単
な
る
全
国
平
均
値
、

と
い
う
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
ア
イ
ラ
ン
ド
を
唱
え
る
な
ら
、最
低

五
万
人
分
の
仕
事
場
は
欲
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。�

�

　
一
方
で
昨
年
の
夏
に
、コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
求
人
に
対
応
が
で
き
な
い
と
い
う
報

道
が
話
題
と
な
っ
た
。全
国
比
で
約
二
倍

の
高
い
失
業
率
が
、必
ず
し
も「
豊
富
で

優
秀
な
労
働
力
」を
意
味
し
な
い
の
で
は

な
い
か
、と
い
う
疑
問
が
提
出
さ
れ
た
の
で

あ
る
。�

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、現
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
お
け
る
最
前
線
の
職
場
で
あ
る
。

Ｃ
Ｒ
Ｍ（
カ
ス
タ
マ
ー・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）が
最
近
の
こ
の
業
界
の
流

行
語
に
な
っ
て
い
る
。顧
客
の
満
足
度
を

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
利
益
が
確

保
で
き
る（
Ｃ
Ｓ
）と
い
う
考
え
方
は
既
に

一
般
化
し
て
お
り
、こ
れ
は
そ
の
先
を
行
く

概
念
で
あ
る
。一
言
で
言
え
ば
、ビ
ジ
ネ
ス
の

組
み
立
て
自
体
を
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
構
築
す
る
、と
い
う
こ

と
に
な
る
。�

　
こ
の
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
進
化
の

最
先
端
を
担
う
職
場
で
あ
れ
ば
、高
度
な

技
量
が
従
業
員
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は

当
然
で
あ
る
。ま
ず
は
社
会
常
識
が
あ
り
、

き
れ
い
な
言
葉
で
顧
客
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
。次
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
の一
定
の
理
解
と

操
作
能
力
が
あ
る
こ
と
。最
後
に
、競
争

社
会
・
国
際
社
会
で
通
用
す
る
自
主
性
、

つ
ま
り
問
題
発
見
と
解
決
の
能
力
が
必

要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。�

　
も
ち
ろ
ん
、コ
ン
テ
ン
ツ（
情
報
の
中
身
）

制
作
や
、ソ
フ
ト
開
発
な
ど
の
他
の
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
の
職
種
で
も
、事
情
は
全
く
変

わ
ら
な
い
。�

�

　
文
部
省
で
は
、二
〇
〇
二
年
度
の
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
実
施
に
向
け
て
、学
校

へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
導

入
を
進
め
て
い
る
。し
か
し
、そ
の
手
本
と

な
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
は「
各
校
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
」で
は
な
く
、「
各
教
室
と
町
の

図
書
館
と
病
院
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
」

の
目
標
が
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。こ
こ
に
は
、

自
国
民
が
情
報
弱
者
と
情
報
強
者
に
二

分
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
、強

い
意
志
が
働
い
て
い
る
。�

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
、日
本
の
取
り
組

み
は
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

だ
ろ
う
。そ
し
て
、全
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
者
が
二
千
万
人
を
超
え
た
中
で
、

沖
縄
の
利
用
者
が
四
、五
万
人
程
度
ら
し

い
と
い
う
最
近
の
噂
に
、私
は
一
層
危
機
感

を
抱
い
て
い
る
。そ
し
て
沖
縄
が
本
土
に

追
い
つ
く
目
的
で
国
も
県
も
共
に
努
力

し
た
時
代
は
終
わ
り
つ
つ
あ
る
。沖
縄
を

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ア
イ
ラ
ン
ド
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
分
野
に
関
し
て
だ
け
は
全
国
を
リ
ー

ド
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で一
気
に
環
境
を
整
え
、

併
せ
て
県
民
の
意
識
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

　「
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
」と「
教
育
イ
ン

フ
ラ
」の
先
行
的･

革
新
的
な
整
備
と
、そ

れ
を
飛
躍
的
に
低
コ
ス
ト
で
提
供
す
る

仕
組
み
づ
く
り
。そ
し
て
全
国
的
・
国
際

的
に
通
用
す
る
ド
メ
イ
ン（
独
自
の
先
進

分
野
）を
掲
げ
て
、そ
の
実
現
に
向
け
た

行
動
を
開
始
す
る
こ
と
が
、今
必
要
だ
と

思
う
。�
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わ
が
国
最
北
端
の
石
敢
當
。
北
海
道
函
館
市

に
あ
る
。
昭
和
六
十
二
年
造
立
。
高
さ
六
五
㎝
の

黒
み
か
げ（
南
ア
フ
リ
カ
原
産
）。
持
主
の
大
石
圭

一
は
北
大
名
誉
教
授（
昆
布
の
権
威
）、昭
和
六
十

二
年
、講
演
を
頼
ま
れ
て
沖
縄
に
き
て
、那
覇
市

内
の
石
材
店
で
こ
れ
を
購
入
、自
宅
の
庭
に
立

て
た
。
字
形
は
首
里
金
城
町
の
石
敢
當
と
同
一
。�

　
高
さ
一
七
二
㎝
の
黒
み
か
げ
に
、高
さ
一
二
二
㎝
、

幅
五
二
㎝
の
沖
縄
県
宮
古
島
産
の
ト
ラ
バ
ー
チ

ン（
石
灰
岩
）の
石
敢
當
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、昭
和
四
十
一
年
台
風
で
被
害
を
う
け
た

宮
古
島
に
川
崎
市
民
が
救
援
活
動
を
し
た
返

礼
と
し
て
宮
古
島
民
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
。
昭

和
四
十
五
年
に
造
立
さ
れ
た
が
、駅
前
の
再
開

発
に
伴
い
、昭
和
六
十
一
年
に
現
在
地
に
再
建
さ

れ
た
。
沖
縄
と
の
文
化
交
流
の
絆
と
な
る
こ
と
、

ま
た
交
通
安
全
を
祈
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。�

　
那
覇
市
首
里
金
城
町
石
畳
道
の
入
口
の
左

側
に
あ
る
石
敢
當
。
九
一
㎝
の
ニ
ー
ビ
石（
砂
岩
）。�

●
函
館
市
の
石
敢
當�

●
JR
川
崎
駅
前
の
石
敢
當�

●
金
城
町
の
石
敢
當�

け
い
り
ん
ま
ん
ろ
く�

せ
い
げ
ん
し
ゅ
き�

せ
き
が
く�

ご
だ
い
し
ん�

こ
ん
に
ち�

じ
ょ
し
ひ
っ
せ
い�

じ
ょ�

ぼ
つ�

（財）沖縄協会会長　小 玉 正 任�

こ
ん
に
ち�

じ
ゅ
り
ょ
く�

◆
『
姓
源
珠
　
』の
汚
名
を
す
す
ぐ�

�
�　

と
こ
ろ
が
、江
戸
後
期
、寛
政
十
二
年（
一

八
〇
〇
）に『
桂
林
漫
録
』が
出
版
さ
れ
、

そ
の
中
に『
姓
源
珠
　
』の
引
用
と
し
て
、

五
代
晋
の
勇
士
名
を
石
敢
當
と
し
、彼

を
石
敢
當
碑
の
起
源
と
書
か
れ
た
。漫

録
は
、碩
学
桂
川
中
良
の
著
で
当
時
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、五
代
晋
の
勇
士
説
は
、

今
日
に
至
る
ま
で
辞
典
類
に
孫
引
き
さ

れ
て
い
る
。実
は
こ
の
引
用
文
は
、明
の
徐

　
著『
徐
氏
筆
精
』（
一
六
三
三
年
成
る
）

の
引
く『
姓
源
珠
　
』の
文
章
の
丸
写
し

で
あ
る
。現
在
、石
敢
當
の
研
究
者
の
間

で
は
、五
代
晋
の
勇
士

説
の
発
信
源
は『
姓
源

珠
　
』で
あ
り
、非
は

あ
げ
て
同
書
に
あ
り

と
さ
れ
て
い
る
。し
か

し
こ
の
こ
と
に
疑
を
も

っ
た
私
は『
姓
源
珠
　
』

の
原
文
に
当
た
る
こ
と
に
し
た
。同
書
は

明
の
楊
信
民
の
撰
、一
四
三
二
年
ご
ろ
成
書
。

苦
心
惨
憺
、よ
う
や
く
萬
暦
庚
子（
一
六

〇
〇
年
）刊
行
の
新
刻『
姓
源
珠
　
』を

見
つ
け
た
。同
書
で
は
、五
代
晋
の
勇
士

名
は「
石
敢
」と
な
っ
て
い
て
、石
敢
當
碑

の
由
来
の
記
述
は
一
切
な
い
。し
か
も
こ
の

記
事
は『
資
治
通
鑑
』を
参
考
に
し
た
と

あ
る
。徐
　
も
萬
暦
の
人
、同
書
を
見
る

機
会
は
あ
っ
た
は
ず
。に
も
拘
ら
ず
何
故

に
原
文
に
は
な
い「
石
敢
當
」、そ
し
て
由

来
話
を
付
加
し
て
引
用
文
と
し
た
の
か
、

全
く
理
解
し
難
い
こ
と
で
あ
る
。と
も
あ

れ『
姓
源
珠
　
』の
汚
名
は
い
わ
れ
な
き

も
の
、非
は『
徐
氏
筆
精
』、『
桂
林
漫
録
』

に
あ
る
。幕
末
以
来
今
日
ま
で『
姓
源
珠

　
』の
原
文
に
当
た
っ
て
論
文
を
書
い
て

い
る
者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。�

�

　
な
お
、わ
が
国
の
民
俗
学
者
は
、石
敢

當
の
由
来
に
関
し
、石
の
も
つ
呪
力
に
着

目
し
て
い
る
。�

◆
石
敢
當
の
現
況�

�
�
�

　
現
在
、わ
が
国
の
二
十
八
都
道
府
県

に
石
敢
當
が
あ
る
。沖
縄
県
一
万
基
以
上
、

鹿
児
島
県
約
一，
一
〇
〇
基
、宮
崎
県
約
九

十
基
、大
分
県
一
基
、長
崎
県
一
基
、佐
賀

県
七
基
、愛
媛
県
一
基
、徳
島
県
十
一
基
、

山
口
県
一
基
、広
島
県
二
基
、岡
山
県
一
基
、

兵
庫
県
五
基
、大
阪
府
十
一
基
、和
歌
山

県
二
基
、奈
良
県
一
基
、京
都
府
二
基
、滋

賀
県
一
基
、長
野
県
三
基
、静
岡
県
一
基
、

神
奈
川
県
四
基
、東
京
都
十
基
、千
葉
県

一
基
、埼
玉
県
二
基
、宮
城
県
二
基
、山
形

県
一
基
、秋
田
県
二
十
八
基
、青
森
県
四
基
、

北
海
道
一
基
。�

�

　
造
立
年
銘
の
あ
る
わ
が
国
最
古
の
も

の
は
、宮
崎
県
え
び
の
市
に
あ
る
元
禄
二

年（
一
六
八
九
年
）造
立
の
石
敢
當（
同
市

指
定
民
俗
文
化
財
）で
、次
に
古
い
も
の
は
、

沖
縄
県
具
志
川
村（
久
米
島
）に
あ
る
雍

正
十
一
年（
一
七
三
三
年
）造
立
の
泰
山
石

敢
當（
同
村
指
定
民
俗
文
化
財
）。わ
が

国
最
北
端
の
石
敢
當
は
北
海
道
函
館
市

に
あ
り
、昭
和
六
十
二
年（
一
九
八
七
年
）

造
立
。�

�

　
最
も
丈
が
高
い
の
は
、徳
島
県
三
加
茂

町
の
石
敢
當
で
百
八
十
セ
ン
チ
あ
る
。こ

れ
は
文
久
二
年（
一
八
六
二
年
）、悪
病
が

流
行
し
、大
火
や
水
難
が
続
い
た
の
で
集

落
の
は
ず
れ
の
鬼
門
に
立
て
た
。同
町
指

定
民
俗
文
化
財
。全
国
で
た
だ
一つ
県
指

定
の
民
俗
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
の
は
、山

形
県
鶴
岡
市
に
あ
る
石
敢
當
。造
立
年

は
不
明
な
る
も
、汚
損
著
し
く
鞘
堂
の
中

に
あ
る
。明
治
の
始
め
、鬼
県
令
の
異
名

の
あ
っ
た
三
島
通
庸
も
、こ
の
石
敢
當
を

は
ば
か
り
道
路
計
画
を
変
更
し
た
と
い

う
い
わ
く
付
き
の
も
の
。他
に
も
ユ
ニ
ー
ク

な
石
敢
當
が
い
く
つ
も
あ
る
。詳
し
く
は

拙
著『
石
敢
當
』を
御
覧
あ
れ
。�

よ
う�

せ
い�
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